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結晶で観測されたシフ トは,Al原子サイ トの価電子量の減少を示 している.また近年,Al-Re-Si近似結
晶に対するMEM瓜ietveld解析から,構造が準結晶に近 くなると原子間の結合が共有結合的となることが
報告された[3】.これは準結晶のEELS測定で観測されたケ ミカルシフトの結果と符合すると考えられる.








1.Al-Si-Mn化合物 (準結晶相 ･アモルファス相 ･結晶相)





























































た二つの分光手法 (電子エネルギー損失分光法 :EELS､軟X線発光分光法 :SXES)を用い､良質な準結
晶領域から分光データを得ることにより､準結晶状態に普遍的と思われる電子状態の特徴を明らかにした
ものである｡
はば組成が同じAl基のアモルファス､結晶､準結晶から全構成元素に関して甲LSおよびsxES測定
を行い､準結晶でのみ内殻電子準位のエネルギー変化 (ケミカルシフト)が生じていることを初めて実験
的に明らかにした｡この事実は､準結晶において構成元素の価電子量が減少していることを示すと同時に､
価電子量が増加する原子がないという特殊性を明確に示した｡準結晶に密接に関連した構造を持っ近似結
晶の研究においては､報告されているMEM瓜ietveld解析の結果と合わせて考察すると､準結晶で構成元
素サイトから減少した価電子が原子間に分布して共有結合性を生じさせる可能性がありうることを示した｡
さらに､対象とする物質を非Al基であるzn-Mg-Zr系の準結晶とその近似結晶に広げて研究をすること
で､"準結晶状態では構成元素の価電子量が減少しており､その減少量は各構成金属元素の酸化物に匹敵
するはど大きい"という事実が､準結晶状態に普遍的と思われることを明らかにした｡さらには､実験事
実に基づいた計算により価電子量変化を評価し､1電子/原子程度であると見積もった｡
これらの研究は､いまだ完全に解明されていない準結晶の電子構造解明に向けての指針を明示するとと
もに､顕微鏡法に基礎をおいた局所分光法を駆使することで､大きな単結晶が得られない物質の電子状態
研究が可能であることを示したものである｡このことは､本人が自立して研究活動を行うのに必要な高度
な研究能力と学識を有することを示している｡したがって､越谷糊悟提出の博士論文は博士 (理学)の学
位論文として合格と認める｡
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